
家を留守にしているとき

参考）日本火災学会誌
「2011年東日本大震災火災等調査報告書」より作成

その他

ケース 1

感震ブレーカー等の電気遮断範囲
家中の電気を一括遮断 接続した機器のみを遮断

※3 主幹ブレーカーにセンサーが内蔵されている仕様。または、盤内外に設置した、センサーが内蔵された機器と主幹ブレーカーを専用電線で接続し、擬似漏電信号を送ることで主幹ブレーカーを動作させる仕様
※4 住宅に形成されているアース回路に対して、意図的に漏電を発生させることで住宅盤の主幹ブレーカーを動作させる仕様

感震ブレーカーは、延焼危険性や避難困難度が特に高い「地震時等の電気火災の発生・延焼等の危険解消に取り組むべき地域（※5）」及び「防火地域・準防火地域（※6）」において、
緊急的・重点的な普及促進が必要とされています。

東日本大震災における
火災の発生原因

ぼうさい
応援キャラクター
なまぼ～
好きな言葉は
「備えあれば
患いなし」

揺れにより
電気ストーブが
スイッチオン状態に。
洗濯物が電気ストーブに
覆いかぶさり着火!

停電後、復電するときケース 2

半抜けになっていた
コンセントから
火花が発生。
周囲の可燃物、ホコリ
などに着火!

大きな地震のあとには、電気に起因した
火災が多く発生しています

分電盤タイプ 簡易タイプ コンセントタイプ

「内蔵センサー」で
遮断 (※3)

感震装置が
外付けされたもの

「おもり落下」で
遮断
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電気関係

停電状態となり、
対処に追われる

外出時に地震発生…
家には誰もおらず、
どうなっているか心配…

「バネ作動」で
遮断

「内蔵センサー」
で遮断(※4)

「内蔵センサー」
で遮断

感震装置が
内蔵されたもの

感震ブレーカー等の設置を推進するためのルール整備が進んでいます

感震ブレーカー等の設置は、不在時やブレーカーを切って避難する余裕がない場合に電気火災を防止する有効な手段です。
また、家電製品や電源ケーブルなどの安全を確認した後に復電できるため、安心して電気の使用を再開できます。
※1 アンペアブレーカーや漏電ブレーカーと異なります。 ※2 ブレーカー遮断までの時間や作動する震度を変更できるタイプもあります。詳しくは各社ホームページをご参照ください。

「感震ブレーカー等（※1）」は、震度5強相当以上の揺れを感知した際（※2）に、
ブレーカーやコンセントなどの電気を自動的に止める器具です。

※5 地震時等の電気火災の発生・延焼等の危険解消に優先的に取り組むべきとして自治体が指定した地域のことです。
（詳細については、大規模地震時の電気火災抑制策の方向性について（報告）（平成３０年３月）を参照してください。）

※6 都市計画法に基づく「防火地域・準防火地域」のことです。
※7「内線規程」とは、電気需要場所における電気設備の保安を確保することを目的として作成された民間規格です。

設計､施工についての技術的な事項をすべて包含し、これをわかりやすく記述したもので、（一社）日本電気協会需要設備専門部会において作成されました。

内線規程（※7）において、感震ブレーカー（分電盤タイプ）の「地震時等の電気火災の発生・延焼等の危険解消に取り組むべき地域」の全ての住宅等及び
「防火地域・準防火地域」の住宅等への設置が勧告的事項、それ以外の住宅等への設置が推奨的事項となっています。
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